
３年 総合的な学習の時間

「拝志っ子ふれあい隊」
～みんなとつながろう～



目標

福祉や福祉に関わる仕事をしている

方の話を聞き、いろいろな人とより

よく関わる活動を通して「福祉」に

ついて考えを深め、みんなが幸せに
住める地域になるために自分たちが
できることを考える。



東温市社会福祉協議会の方に話を聞こう。

福祉について学ぼう

福祉とは、
ふ…ふだんの
く…くらしの
し…しあわせ
であり、
地域の中で、みんなが幸せに
くらせるようにすること



車椅子について知ろう。

障がいについて学ぼう

車椅子を利用している方
・歩行が困難な方
・けがをした方・高齢者
・病気や障がいのある方

車椅子で介助をするときに
大切なこと
「ゆっくり」「声掛け」
「ブレーキ」



車椅子を利用している方への介助の仕方を知ろう。

障がいについて学ぼう

段差があるときには、
前輪を持ち上げる前に
声を掛けよう。

下り坂ではゆっくり
動かしてもらうと
安心できるな。



車椅子を製造している方の思いを知ろう。

障がいについて学ぼう

ベッドに近づけて
乗り降りできるのが
すごいな。

乗っている人にも、
介助している人にも優しい
車椅子だな。



視力の弱い方への介助の仕方を知ろう。

障がいについて学ぼう

掴んでもらった手がはずれない
速さで進むことが大事だな。

段差があるときには、
声を掛けて、手前で一度
止まろう。



聴力の弱い方への介助の仕方を知ろう。

障がいについて学ぼう

聴力の弱い方と
コミュニケーションを取る方法は、
たくさんあるな。

表情や身振り手振りに気を付け
ながら、コミュニケーションを
取ろう。



高齢者への介助の仕方を知ろう。

高齢者について学ぼう

段のあるところは、
自分が前を歩いて安全を確かめて
おくと高齢者が安心できるかな。

見えづらかったり、掴みにくかっ
たりするので、折り紙を折るのも
大変だな。



学んだことをまとめよう

視力の弱い方が使う点字というものが
あるんだな。

ぼくは、困っている人がいたら
声を掛けよう。

タブレットを使って、調べたりまとめたりしよう。



学んだことをまとめよう

児童のまとめたもの



成果
◯ 社会福祉協議会と連携することで、介助の仕方

など知識を得ることができた。

○ 直接手助けする以外にも、間接的に手助けする

方法があることを知り、車椅子を利用していた友

達にその場に応じた手助けができるようになった。

○ 福祉機器製造会社を訪問し、機器を見たり制作

者の思いを聞いたりすることで、障がいのある方

を支えている方の気持ちを知ることができた。



課題
◯ 特別支援学校や高齢者福祉施設への訪問が、でき

なかったため、学んだことを交流活動で実践するこ

とができなかった。

○ 介助体験（疑似体験）の前に、障がいのある方の

特性などについて調べる活動をもっと取り入れるこ

ことで、体験をより生かすことができるようにする。

○ 身体的な特徴の分かりにくい障がいのある方への

関わり方にも触れていく必要を感じた。


